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航路を長期間航海する場合の航海速力と主機出力及び燃料消費量の予測法を示し コンテナ船と 2 隻の
撒積貨物船の就航実績の解析結果との比較によりその実用性を確かめている。
また，就航時の燃料消費量を目的関数とする最適化問題の定式化を示し，この予測法を応用した数値
計算により，航海速力の最適化が就航時の燃料節減に有効であることを定量的に示しているO この就航
時の燃料消費量を最少とする航海速力を波浪中経済速力と称し，その特徴を明らかにするとともに，プ
ロペラの種類と主機の定格出力が就航時の燃料消費量に及ぼす影響を明確にしている。
以上の研究成果は，船舶の運航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり，また船舶の設計
や運航の実用面に貢献する所も大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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